
担当から担当から

少しお話少しお話

をさせてくをさせてく

ださい。ださい。

１． 成果指標　児童アンケートの結果について１． 成果指標　児童アンケートの結果について
２．授業を通して　児童の様子２．授業を通して　児童の様子

３．授業について　３．授業について　
  平和学習　大阪府国語づくりハンドブック　平和学習　大阪府国語づくりハンドブック　

万博の一言感想　類語辞典ではなく・・万博の一言感想　類語辞典ではなく・・
４．校内研究授業＆公開授業について　４．校内研究授業＆公開授業について　

５．どの図書資料？５．どの図書資料？
６．ロードマップ６．ロードマップ

みなさん!みなさん!        1学期　1学期　
お疲れ様でした🤗お疲れ様でした🤗

今年度のキーワード　その１今年度のキーワード　その１
🔶国語科を要した各教科等をはじめ、学校教育全体で言語🔶国語科を要した各教科等をはじめ、学校教育全体で言語

活動の充実を図り、言語能力をはぐくむ活動の充実を図り、言語能力をはぐくむ
★★学校図書館を充実・活用するとともに、読書活動を推進学校図書館を充実・活用するとともに、読書活動を推進



ロイロノートでロイロノートで
やらせてくださやらせてくださ
った児童アンケった児童アンケ
ートのことですートのことです
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２．実践事例について
〇１学期に行った実践事例について、令和７年５月２日付け教小中第1389号の依頼のとおり提出してください。
　※1学期分の提出期日は令和７年８月１日（金）です。
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100%

目標値
（Ｒ８年度
実施分）

（Ｒ７年４月
実施分）

R ７年結果

＊全国学力・学習状況調査に おける通過率

【児童・生徒アンケ ート（主体的・対話的で深い学び に 係る項目）】

項目 検証方法

授業では、学習課題の解決や目標の達成にむけて、自らすす
んで考え、取り組んでいる。

 学級の友だ ちと の考え の交流では、新た な考え や疑問をもつ こ
と ができる。

授業で学んだことを、次の学習や他の教科の学習で役立てて
いる。

【児童・生徒アンケ ート（言語能力に 係る項目）】

府設定
アンケ ート
肯定的回答の

割合

項目 検証方法

以前より 読書への興味が深まっ た 。

ふだん、1日に教科書以外の本を全く読まない。（本には、漫
画や雑誌を含む）

話のつながりを意識し、大事なことを考えて、読んだり聞いたりし 

ている。 アンケート

自分の考えを伝えるとき、相手や目的などを意識して、伝え方

を工夫している。 
文章を書くと きに は、文と 文の意味のつ ながり を意識して 書いて
いる。

文章を書いた 後に は、読み 手に 内容が正確に 伝わるかど う か、
ことばの見直しをしている。

割合

国語

算数・数学

単元テストでの平均点（表裏合計得点）

※市町村で独自に 設定す る指標を必ず お書きくだ さい。
※個数自由、 行が不足す る場合は 追加願います 。

家庭学習（宿題を含む）を、 平日30分以上取り組んでいる。

※市町村で独自に 設定す る指標を必ず 1つ 以上お書き
くだ さい。 ※行が不足す る場合は 追加願います 。
単元テストでの平均点（表裏合計得点）

市販テスト
国語

市販テスト
算数

アンケ ート
肯定的回答の割合学校で学んだ ことは 、 毎日の生活や 将来に つ な がって

いると感じ る。

授業に つ いて 相談し 合った り、 実践を交流し 合った りし や す い教職員の雰囲気
だ。

通過率＊：全国学力・学習状況調査に おいて 全国平均正答率70％以上の問題に つ いて 当該問題に おける自
校の平均正答率が70％以上を通過とし 、 当該問題のうち、 何問通過し て いるかを割合で表し た もの。

教職員

当該校
3年生以上

当該校
3年生以上

３年生以上

３年生以上

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

※「対象学年」の 項目は各市町村で 設定してください 。

（「当該校　全児童・生徒」「当該校　３年生以上」など）

※「対象学年等」の 項目は各市町村で 設定してください 。
（「当該校 全児童・生徒」「当該校　３年生以上」など）
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ありがとうございました！ありがとうございました！
昨年度の3月と比べると昨年度の3月と比べると、、

ほとんどの項目でポイントがUP！しておりました。ほとんどの項目でポイントがUP！しておりました。
課題に挙げさせていただいていた2項目もなんとUP！してお課題に挙げさせていただいていた2項目もなんとUP！してお
りました♪りました♪
  「平日の読書を「平日の読書をしないかしないかどうかについて」「平日に家庭学どうかについて」「平日に家庭学
習30分以上習30分以上するかするかどうかについて」それぞれ1学期目標を越どうかについて」それぞれ1学期目標を越
えました！えました！

考えられる要因としては・・・考えられる要因としては・・・

①言語能力を育むために意識して授業を行ってくださ①言語能力を育むために意識して授業を行ってくださ
っていること。っていること。
②子どもたちが実感できるような学習活動を取り入れてく②子どもたちが実感できるような学習活動を取り入れてく
ださっていること。ださっていること。
③家庭学習について、例えば自学に力を入れて取り組める③家庭学習について、例えば自学に力を入れて取り組める
ようにしてくだっている、テスト勉強に取り組むようにしようにしてくだっている、テスト勉強に取り組むようにし
てくださっているなど、家庭学習をすることに必要感を持てくださっているなど、家庭学習をすることに必要感を持
たせてくださったこと。たせてくださったこと。
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しかしながら、唯一・・・しかしながら、唯一・・・

「以前より読書への興味が深まったかどう「以前より読書への興味が深まったかどう
か」については、昨年度より大きくポイントか」については、昨年度より大きくポイント
を下げてしまいました。を下げてしまいました。

考えられる要因として考えられる要因として
①設問の文では正しく伝わらなかった「・・①設問の文では正しく伝わらなかった「・・
前と比べて読書に対して、興味を持つように前と比べて読書に対して、興味を持つように
なったり、なったり、読んでよかったな読んでよかったなと思うようになと思うようにな
ったり、もう少し知りたいなと思うようになったり、もう少し知りたいなと思うようにな
ったりしました。」のったりしました。」の青色の部分が良くなか青色の部分が良くなか
ったのではないか。ったのではないか。
②SE一年目は、子どもたちも比べやすかった②SE一年目は、子どもたちも比べやすかった
が、二年目は昨年度もたくさん図書に触れさが、二年目は昨年度もたくさん図書に触れさ
せてくださっていたため、なんとなく「以前せてくださっていたため、なんとなく「以前
と」比べて差を実感するのは難しかったのでと」比べて差を実感するのは難しかったので
は。は。
→→担当は文言を熟考して2学期に臨みます！→→担当は文言を熟考して2学期に臨みます！
ので、よろしくお願いします。ので、よろしくお願いします。
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成果成果
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文章を書いた 後に は、読み 手に 内容が正確に 伝わるかど う か、
ことばの見直しをしている。

割合

国語

算数・数学

単元テストでの平均点（表裏合計得点）

※市町村で独自に 設定す る指標を必ず お書きくだ さい。
※個数自由、 行が不足す る場合は 追加願います 。

家庭学習（宿題を含む）を、 平日30分以上取り組んでいる。

※市町村で独自に 設定す る指標を必ず 1つ 以上お書き
くだ さい。 ※行が不足す る場合は 追加願います 。
単元テストでの平均点（表裏合計得点）

市販テスト
国語

市販テスト
算数

アンケ ート
肯定的回答の割合学校で学んだ ことは 、 毎日の生活や 将来に つ な がって

いると感じ る。

授業に つ いて 相談し 合った り、 実践を交流し 合った りし や す い教職員の雰囲気
だ。

通過率＊：全国学力・学習状況調査に おいて 全国平均正答率70％以上の問題に つ いて 当該問題に おける自
校の平均正答率が70％以上を通過とし 、 当該問題のうち、 何問通過し て いるかを割合で表し た もの。

教職員

当該校
3年生以上

当該校
3年生以上

３年生以上

３年生以上

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

当該校
全学年

※「対象学年」の 項目は各市町村で 設定してください 。

（「当該校　全児童・生徒」「当該校　３年生以上」など）

※「対象学年等」の 項目は各市町村で 設定してください 。
（「当該校 全児童・生徒」「当該校　３年生以上」など）
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項目

報告書で記入いただきます

報告書で記入いただきます

報告書で記入いただきます

報告書で記入いただきます

報告書で記入いただきます

報告書で記入いただきます

報告書で記入いただきます

報告書で記入いただきます

報告書で記入いただきます

報告書で記入いただきます

報告書で記入いただきます

報告書で記入いただきます

報告書で記入いただきます

報告書で記入いただきます



２年　タブレットの立ち上げが早い。➡️学習活動に早
く取り組める。　
3年　前向き「やってみたい」という気持ちが強い。グ
ループで交流してる時に間違いを指摘できる。➡️安心
できる学級　
4年　タブレットを使える　ロイロノートで写真、キャ
ンバに取り入れてカタチにする（国語）➡️タブレット
を道具として使える　
５年　まとめるとき自分たちで工夫をすることができ
る（社会）　複数の図書から必要な情報を選ぶことが
できる➡️高学年の課題にも一生懸命に取り組める
６年　必要な情報を選ぶことができる　図書資料やイ
ンターネットの出典を意識できる➡️成果物が下級生の
お手本になる
１年　キラキラしている　できた喜びを味わえている

1学期に

関わらせて

いただいて

担当が感じ
た

各学年のよ
さ

～おもに積
み重

ねの部分で
～



   まず読み取りについては、絵本の内容を整理するときに大弱
りの子が続出しました。フィッシュボーンに書くのに時間⏰が
かかっていました。
   原稿用紙の基本的な書き方に苦労する子もいて、こちらも時
間⏰がかかっていました。
   しかし学習が進むにつれて、メモの使い方に慣れて、活動に
見通しを持てる子も増えました。個別の対応に複数体制ででき
たのが良かったなぁと思っています。 学校図書館ですると齋藤
先生も入ってくださっていました。先生方ありがとうございま
した！
 　子どもたちの経験不足もあるのかも、です。定着しにくい子
には、経験をつむことも必要では。　
    もちろん、自分でやれている子もいました。メモを膨らませ
て文章を書ける子もいました❗️（人数は少なかったのですが）

インプットに課題？　
個人差が浮き彫りに

😱

1学期の平和学習に

関わらせて

いただいて
担当が感じたやぎっこの課題？

～おもに昨年度のふり返りに照

らし合わせて～

今年度のキーワード　その２今年度のキーワード　その２
🔶🔶「①学びスキル」「②学校図書館活用スキル」を中心にゴールを明確にした授業づくり「①学びスキル」「②学校図書館活用スキル」を中心にゴールを明確にした授業づくり
★★「語彙力」「自分の考えをまとめる力」「自分の考えを表現する力」など、言語活動を「語彙力」「自分の考えをまとめる力」「自分の考えを表現する力」など、言語活動を

通して身につけさせたい通して身につけさせたい。。



３．授業に３．授業に

ついてついて

絵本についてさらに絵本についてさらに
選書が必要でした。選書が必要でした。

今回　大阪府の今回　大阪府の
国語の授業づくりハン国語の授業づくりハン
ドブックを参照ドブックを参照
説明文、物語文の授業説明文、物語文の授業
の作り方が紹介されての作り方が紹介されて
いますいます

平和学習での読書感想文
を書くにあたって

https://www.osaka-c.ed.jp/category/forteacher/gakuryoku/29kokugohandbook.pdf


ロイロノート　資料箱ロイロノート　資料箱
SE→『きもちのことば　えほん』よりSE→『きもちのことば　えほん』より

万博の一言感想万博の一言感想
『きもちのことば　えほん』『きもちのことば　えほん』

気持ちを表す絵本気持ちを表す絵本

ホントは類語辞典ホントは類語辞典
だと思いますがだと思いますが

３．授業に３．授業に

ついてついて



ロイロノート　資料箱ロイロノート　資料箱
SE→『きもちのことば　えほん』よりSE→『きもちのことば　えほん』より万博の万博の

一言感想一言感想

気持ちを表す気持ちを表す
絵本絵本



「うれしい・たのしい」
のことば

子どもたちはこんな言葉
をつかっていました！

・わくわくした
・うきうきした
・むねが高なった
・目をかがやかせた

この本では、全部で７つの
グループに

分けられています。今年度のキーワード　その３今年度のキーワード　その３
🔶自ら考え、表現できる児童の育成～言語活動を通して～🔶自ら考え、表現できる児童の育成～言語活動を通して～

★子どもが書きたくなる活動を目指して★子どもが書きたくなる活動を目指して





５．どの図書資料ですか？
図書資料とは・・

①本
②インターネット
③パンフレット

④自分たちで撮った写真
⑤デジタル教科書の今までならインター
ネットで調べて使っていたような資料

図書を活用するのか、インター
ネットを活用するのか

どちらでもよいと思いますが、図書を使
えないだろうか、とちょっと考えてみる
ことをしてみてくださいませんか？

４．校内研究授業＆公
開授業について

 昨年度の実践をブラ
ッシュアップしてくだ
さる学年があります！
ありがとうございます
→昨年度の先生方の取
組みが報われます！



６．ロードマップについて
みなさんのおかげで着実にマップがマップらしくなってきています。

２学期もどうぞよろしくお願いいたします♪



「学校図書館活用計画一覧」
夏休み中の見直しを！

「気になる　取組み」
２学期から毎月、入力していただく
ことになりました。（図書館活用委

員会にて共有します）
夏休み中は、１学期に取り組んだ
ことを入力しておいてください！！



大阪府　情報活用能力
ステップシート　

大阪府教育庁　図書館教育　
実践事例

https://www.pref.osaka.lg.jp/o180080/sho
chugakko/gakkoutosyokan/index.html

八木小学校　HP
http://yagi-

e.kishiwada.ed.jp/

SE事業のことや
校内研修のことなどが
紹介されています。

提出した動画です

https://www.pref.osaka.lg.jp/documents/62072/osaka_
jyohokatsuyounouryoku_leaflet_bunkatsu.pdf

https://m.youtube.com/?v=9l9t-KKLfvk
https://www.canva.com/design/DAGjkWTj3W0/hW2UntQD9HT7ZMGMa_s99Q/edit
https://www.canva.com/design/DAGjkWTj3W0/hW2UntQD9HT7ZMGMa_s99Q/edit
https://www.pref.osaka.lg.jp/o180080/shochugakko/gakkoutosyokan/index.html
http://yagi-e.kishiwada.ed.jp/
http://yagi-e.kishiwada.ed.jp/


八木小学校の
HPより

左側の「サイトコンテンツ」から
「大阪府SE事業」や「研究・研修」を

見てください！
ここに図書リストや公開授業の様子や
校内研修の様子が紹介されています



事前に指導案を送ることになります

柳田先生のオンライン研修が
１０月１日にあります。

八木の第１次案内が、７月１７日届きました！

このあとの研修会も
どうぞよろしくお願い
いたします。


